
市政への一般質問

　
　

任
意
団
体
Ｐ
Ｔ
Ａ
へ
の
保
護
者
や
教

員
の
加
入
、
活
動
へ
の
参
加
は
任
意
か
。 

　
　

加
入
、
活
動
へ
の
参
加
は
任
意
と
、

校
長
会
等
で
周
知
し
て
い
る
。 

　
　

市
内
小
中
学
校
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

参
加
型
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
状
況
は
。 

　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
形
式
が
３
校
、
一
部

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
の
学
校
が
３
校
。
会

員
の
中
か
ら
、
そ
の
都
度
募
集
し
て
い
る
。 

　
　

病
気
や
障
害
、
仕
事
で
活
動
に
参
加

で
き
な
い
こ
と
は
少
な
く
な
い
。
参
加
し

な
い
自
由
を
う
ま
く
保
障
で
き
な
い
か
。 

　
　

そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に
、
柔
軟
に
対
応

す
る
よ
う
校
長
会
等
を
通
じ
て
周
知
し
て

い
る
。
活
動
の
あ
り
方
は
各
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
自

主
的
に
決
定
し
て
ほ
し
い
が
、
教
育
委
員

会
も
必
要
な
助
言
や
情
報
提
供
を
行
う
。 

　
　

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
自
治
会
等
で
活
動
へ
の

「
温
度
差
」
は
大
き
く
、
他
団
体
の
情
報

も
得
に
く
い
。
公
平
さ
が
求
め
ら
れ
る
自

治
体
は
対
応
が
難
し
い
こ
う
し
た
課
題
に

取
り
組
む
「
第
二
市
役
所
」
的
機
能
の
市

民
団
体
が
あ
っ
た
ら
協
働
で
き
な
い
か
。 

　
　

か
た
ち
変
わ
っ
て
も
思
い
は
同
じ
。

そ
う
い
う
団
体
が
出
て
き
た
ら
考
え
た
い
。 

●
桜
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
コ
モ
ン 

　
　

唐
沢
の
桜
は
昭
和
初
期
に
市
民
が
植

え
た
。
用
水
路
沿
い
の
よ
う
な
コ
モ
ン
の

場
所
に
市
民
が
植
え
た
桜
は
対
象
か
。 

　
　

今
回
、
市
の
経
費
で
や
る
の
は
公
共

施
設
。
ほ
か
の
桜
は
今
後
考
え
て
い
く
。 

●
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
の
現
状
、
発
信
、
歴
史 

　
　

現
状
、
成
果
を
ど
う
発
信
し
て
い
る

か
。 

　
　

税
収
等
企
業
情
報
が
多
く
、
発
信
の

在
り
方
に
つ
い
て
検
討
が
必
要
で
あ
る
。 

AQQQQ AAA

QQ AAA

映像は
こちらから

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
協
力
し
て
い
る
立
場
か
ら
問
題
な
い

可堂桃井先生碑

2021年暮れ、建設が進む花園拠点。
いまや「歴史」の一コマだ

文部科学省　初の適用新規就農者に100万円（高崎市）

桃井可堂先生の木像

Q
資
源
回
収
案
内
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
校
長
の
連
名
の
考
え
は

小林　真
こ  ばやし まこと

問 

令
和
８
年
３
月
16
日
に
発
生
し
た
辺

野
古
沖
の
同
志
社
国
際
高
校
の
研
修
旅
行

中
の
生
徒
を
乗
せ
た
ヘ
リ
基
地
反
対
協
の

船
が
転
覆
し
船
長
と
生
徒
の
２
名
が
死
亡

し
た
事
故
を
受
け
、
文
部
科
学
省
か
ら
校

外
活
動
の
安
全
確
保
の
徹
底
を
求
め
る
通

知
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
市
内
小
中
学
校

の
状
況
は
ど
う
か
。　

 

　
　

教
育
委
員
会
で
は
市
内
全
29
校
に
対

し
て
７
月
中
旬
ま
で
に
校
外
活
動
の
安
全

確
保
に
つ
い
て
点
検
を
指
示
し
た
。
点
検

項
目
は
「
綿
密
な
計
画
の
作
成
、
安
全
確

認
の
徹
底
、
引
率
教
員
の
役
割
分
担
明
確

化
、
事
前
の
安
全
指
導
の
実
施
、
緊
急
時

連
絡
体
制
の
確
立
等
」
で
あ
る
。
現
時
点

で
全
29
校
に
お
い
て
自
己
点
検
は
完
了
し

て
い
る
。
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
今
後

も
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
を
最
優
先
に
、

教
育
的
価
値
を
保
ち
な
が
ら
校
外
学
習
を

実
施
で
き
る
よ
う
、
学
校
へ
指
導
・
支
援

を
継
続
的
に
行
っ
て
い
く
。 

●
出
資
を
受
け
た
企
業
の
現
状　

 

　
　

ア
グ
リ
テ
ッ
ク
ア
ワ
ー
ド
で
最
優
秀

賞
を
受
賞
し
出
資
を
受
け
た
企
業
の
現
状

と
活
動
実
績
を
伺
う
。　

 

　
　

株
式
会
社
レ
グ
ミ
ン
は
本
社
を
市
内

に
移
し
、
自
律
走
行
型
の
農
薬
散
布
ロ

ボ
ッ
ト
の
開
発
及
び
そ
の
ロ
ボ
ッ
ト
を

使
っ
た
農
薬
散
布
代
行
サ
ー
ビ
ス
を
展
開

し
て
い
る
。
昨
年
度
か
ら
は
、
市
内
企
業

と
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
事
業
に
よ
り
市
内

で
の
散
布
サ
ー
ビ
ス
面
積
を
拡
大
し
て
い

る
ほ
か
、
全
国
で
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
事

業
の
展
開
を
進
め
て
い
る
。
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｓ

Ｈ
Ｉ
に
つ
い
て
は
市
内
で
の
カ
ブ
ト
ム
シ

生
産
拠
点
の
開
設
に
向
け
調
整
を
進
め
て

い
る
。 

AQ

Q

A

小
中
全
29
校
に
校
外
活
動
の
安
全
確
保
の
点
検
を
指
示
し
た

A

Q
校
外
活
動
の
安
全
確
保
に
向
け
た
計
画
や
確
認
状
況
に
つ
い
て

髙田　博之
たか　だ ひろ  ゆき

映像は
こちらから

市政への一般質問

　
　

市
内
の
農
家
は
ど
の
く
ら
い
い
る
の

か
。 

　
　

市
内
の
農
業
経
営
体
は
２
１
９
４
経

営
体
で
あ
る
。 

　
　

就
農
希
望
の
方
へ
の
対
策
は
ど
の
様

な
事
を
実
施
し
て
い
る
の
か
。 

　
　

個
別
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
農
業

経
験
の
有
無
や
農
地
の
確
保
、
栽
培
す
る

作
物
の
希
望
等
伺
い
な
が
ら
個
々
の
実
情

に
応
じ
た
案
内
を
行
っ
て
い
る
。
相
談
の

中
で
は
就
農
に
向
け
た
計
画
作
成
の
支
援

も
行
っ
て
お
り
、
大
里
農
林
振
興
セ
ン
タ

ー
と
情
報
交
換
を
行
い
、
連
携
し
な
が
ら

対
応
し
て
い
る
。
補
助
金
と
し
て
、
市
独

自
の
機
械
購
入
補
助
で
は
新
規
就
農
者
へ

の
補
助
率
を
手
厚
く
し
て
い
る
。
国
の
支

援
制
度
で
は
、
「
経
営
開
始
資
金
」
や

「
経
営
発
展
支
援
事
業
」
の
案
内
を
積
極

的
に
行
い
、
円
滑
に
ス
タ
ー
ト
出
来
る
よ

う
支
援
し
て
い
る
。
経
営
が
軌
道
に
乗
る

ま
で
は
、
県
や
Ｊ
Ａ
等
と
と
も
に
支
援
チ

ー
ム
を
編
成
し
、
継
続
し
た
サ
ポ
ー
ト
も

実
施
し
て
い
る
。  

　
　

高
崎
市
で
は
新
規
就
農
者
に
対
し
１

０
０
万
円
を
支
給
し
、
さ
ら
に
国
か
ら
の

補
助
金
も
支
給
さ
れ
る
と
の
こ
と
だ
が
、

深
谷
市
も
百
万
円
を
支
給
し
た
ら
ど
う
か
。 

　
　

現
時
点
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
な
補

助
金
の
支
給
は
考
え
て
い
な
い
。 

●
小
山
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド 

　
　

大
寄
公
民
館
を
自
転
車
の
駅
と
し
て

利
用
活
用
し
た
ら
良
い
の
で
は
な
い
か
。 

　
　

小
山
川
橋
付
近
か
ら
本
庄
市
内
一
の

橋
付
近
ま
で
あ
る
が
本
ロ
ー
ド
と
周
辺
施

設
の
連
携
に
よ
り
回
遊
性
を
高
め
、
散
策

や
観
光
等
を
引
き
出
し
、
北
部
地
区
全
体

の
「
に
ぎ
わ
い
」
に
な
る
様
努
め
る
。 

AQQ AA

令
和
６
年
度
が
46
人
、５
年
度
が
44
人
、４
年
度
が
60
人
で
あ
る

Q
深
谷
市
の
新
規
就
農
者
は
ど
の
く
ら
い
い
る
の
か

　
　

渋
沢
栄
一
翁
自
筆
に
よ
る
「
可
堂
桃

井
先
生
碑
」
（
深
谷
市
北
阿
賀
野
）
の
撰

并
書
が
発
見
さ
れ
、
深
谷
市
に
寄
贈
さ
れ

た
。
こ
れ
を
契
機
に
桃
并
可
堂
を
知
っ
て

も
ら
う
企
画
展
や
市
の
広
報
誌
等
で
の
紹

介
は
で
き
な
い
か
。 

　
　

碑
文
や
桃
井
可
堂
に
関
す
る
資
料
は
、

渋
沢
栄
一
記
念
館
の
「
収
蔵
品
展
」
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
「
広
報
ふ

か
や
」
に
も
掲
載
し
て
い
く
。 

●
「
桃
并
可
堂
郷
土
史
料
館
」
の
活
用 

　
　

史
料
館
に
は
、
江
戸
で
30
余
年
に
わ

た
り
教
育
に
尽
く
し
、
幕
末
の
世
に
新
た

な
時
代
を
目
指
し
た
桃
并
可
堂
の
書
や
中

瀬
地
域
の
歴
史
的
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い

る
。
小
中
学
校
の
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
制
度

等
で
見
学
は
で
き
な
い
か
。
（
見
学
は
予

約
が
必
要(

０
４
８-

５
８
７-

２
５
０
２
）） 

　
　

地
域
の
歴
史
や
先
人
の
生
き
方
を
学

ぶ
上
で
、
大
変
意
義
深
い
場
所
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
見
学
先
の
一
つ
と
し
て

周
知
し
て
い
く
。
ま
た
、
学
校
や
保
護
者

に
積
極
的
な
情
報
提
供
を
行
い
、
活
用
で

き
る
よ
う
に
努
め
て
い
く
。 

●
防
災
情
報
の
収
集
と
伝
達
に
つ
い
て 

　
　

風
水
害
等
の
住
民
か
ら
の
情
報
提
供

と
、
災
害
・
避
難
情
報
や
問
い
合
わ
せ
が

で
き
る
窓
口
の
設
置
が
必
要
と
考
え
る
が
。 

　
　

災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
た
場
合
は
、

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
る
計
画
を

し
て
い
る
。 

　
　

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
を
考
え
て
い
る
の
か
。 

　
　

市
役
所
代
表
番
号
（
０
４
８-

５
７

１-

１
２
１
１
）
を
使
用
す
る
。 

 

AQAQ

QQ AA A

渋
沢
栄
一
翁
が
書
い
た
資
料
な
ど
を
紹
介
し
て
い
く 

Q
桃
井
可
堂
（
も
も
の
い
か
ど
う
）
先
生
の
顕
彰
に
つ
い
て 

八須　由憲
はち　す よし  のり

映像は
こちらから

映像は
こちらから

茂木　一郎
もて   ぎ いち  ろう

QQ AA

出
典　

全
国
農
業
新
聞　

２
０
２
６
年
７
月
２
４
付
号

。
す
ま
い
て
し
行
発
を
版
D
C、
は
り
よ
だ
会
議
市
や
か
ふ
〈

 

会
議
協
祉
福
会
社
市
は
方
る
れ
さ
望
希
を
付
送

 

（

L
E
T

3
7
5

〉。
い
さ
だ
く
絡
連
ご
へ）
3
6
5
6

1819

教育基本法　第１４条
１.良識ある公民として、必要な政
　治的教養は教育上尊重されなけ
　ればならない 
２.法律に定める学校は、特定の政
　党を支持し又はこれに反対する
　ための政治教育その他 政治的活
　動をしてはならない。 


